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モンゴル協定校との学術交流に関する活動報告
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A Report on Academic Exchanges with IET in Mongolia
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(Received 30th October 2020, Accepted ○th January 2021)
Abstract
This paper reports on each exchange program between Muroran Institute of Technology and Institute 
of Engineering and Technology in Mongolia for the last four years. After the conclusion of the 
academic agreement in 2017, each university sends students and faculty to the other side for their 
research as well as for internship-like programs, including joint symposium where they all 
participated and had research presentations. The reason why these programs started is because 
Mongolia is now strongly interested in Japanese unique engineering education system, “Kosen”.
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1 はじめに
本稿は、2017 年 6 月 27 日に学術交流協定が締結されたモンゴル国の工業技術大学 (Institute of 
Engineering and Technology (以下、IET))との教員及び学生の双方向交流を通じた教育研究活動について報
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Current situation of internatio al academic partnership t 
MuroranIT and proposals for its further development
Sangyub BAEK
(Received 12th November 2020, Accepted 17th February 2021)
Abstract
This brief report aims not only to understand current situation of international academic partnership at 
Muroran Institute of Technology (MuroranIT), but also offer some proposals for further development 
of academic cooperation and exchange with overseas universities and institutes. This report consists of 
four sections, and its main points are presented in Section 2 and 3. In Section 2, the current status of 
MuroranIT’s partnership covering its subject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further develop 
international academic partnership of MuroranIT, the author makes some proposals in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.
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IET も高専教育の導入先発校として、2013 年度に IET 内にモデルクラスを開設し、翌 2014 年度に附








ている。筆者は協定締結の視察として 2017 年 3 月現地へ訪問することとなったが、その際に苫小牧高専
を母校とし、当時本学修士課程 2 年に在籍し研究に従事していた国崎翠君も同行した。大学紹介、模擬
授業を担当し、学生間交流にも参加した。この活動が契機となって、3 か月後の同 6 月に両大学間に学
術交流協定が締結されることとなった。次節以降、協定に基づく教員・学生の交流実績について記す。
3 交流実績
3. 1 本学から IET への派遣交流




3. 1. 1 学術交流協定締結前の視察及び予備的学生派遣
第 1 回の IET への派遣は、2017 年 3 月 6 日から 10 日までの 5 日間のプログラムとして行われ、筆者




本学との MOU 締結のための視察目的で訪問しており、現地では実質的に 3 日間の滞在となり、前後各
1 日は移動日となった。表 1 は 3 日間の滞在日程を示し、図 1～7 は滞在中の様子を示したものである。
 滞在日程が限られていることもあり、筆者も同行した学生も基本的には授業見学か自身の発表かで占
められており、主に放課後の時間帯を使って、教員間交流による意見交換、MOU 締結協議を行った。
           
図 1 IET 正面玄関前にて(左から澤田氏、筆者、国崎君)   図 2 附属モンゴルコーセン玄関
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表 1  2017 年 3 月のモンゴル訪問日程



























図 3 教員講演の様子(筆者)    図 4 学生発表の様子(国崎君)
図 5 セルゲレン IET 総長(右)   図 6 現地日本人教員室    図 7 MOU 打合せ終了後
 この期の学生派遣においては、まだ派遣研修等にかかる学内奨学金制度や教員立案による学生研修派
遣プログラム助成が未整備であり、当該学生は本人了解の下で全学私費による渡航であった。国際交流
センターとして当時有していた派遣助成は、オーストラリア RMIT 語学研修、アメリカ WWU 英語研修、
ヨーロッパ語学研修、中国語・文化研修の短期研修プログラムと、6 か月から 1 年以内の協定校長期留
学プログラムによる滞在費補助の給付型助成のみであり、奨学金の整備が課題として浮かび上がり、後
の国際共同研修プログラムの企画立案に繋がっていくこととなった。
3. 1. 2 海外インターンシップ生受入制度への応募による学生派遣
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図 8 現地企業訪問の様子(ウランバートルの水道局訪問による環境取組の講話)
図 9 現地教職員との冬山登山アクティビティ(ウランバートル郊外)
     
図 10 モンゴル舞踊見学      図 11 世界女性の日における女性教員への感謝
図 12 本学からの派遣学生による生物実験指導の様子(海外インターンシップ)
図 13 学生引率中における IET 教務担当および附属モンゴル高専語学教員との各打合せの様子 
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3. 1. 3 国際共同研修プログラムによる学生派遣
 協定締結 2 年目の学生派遣では、これまでの問題点の改善として、派遣学生の旅費負担軽減や協定校
との交流実質化支援を目的に、大学から学生の交通費支援ができる制度「国際共同研究プログラム」を
整備し運用され始めた。筆者は同制度へ応募し無事採択され、結果として渡部晃広君、小山祥生君の学
部 4 年生 2 名と、中澤健介君、野田達也君の修士 2 年生 2 名の計 4 名を派遣することとなった。
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以下、図 14～16 は、派遣された 4 名の学生の現地滞在中の様子を示したものである。図 14 は学校最
寄のスーパーマーケットの玄関前での写真である。昼間の研修プログラムが終わり、放課後は自由時間






 図 16 は当該派遣時からの初の試みであり、本学と IET によるジョイントシンポジウムとして研究集
会を開催し、研究交流を目的に互いの成果発表を行った場面である。派遣直前の 1～2 月にかけて IET か






3. 2 IET から本学への受入交流
 前節では本学から IET への派遣交流について述べたが、本節では IET から本学への受入交流について
述べることとする。IET からは、これまで外国人客員研究員として 4 期計 4 名、海外インターンシップ
研修生として 2 期計 4 名を受け入れている。この他、IET 総長による本学学長への表敬訪問も行われて
おり、室蘭工大の校舎における両大学の国際学術交流も進んでいる。以下、項目ごとに報告する。
小野 真嗣 
－ 26 － 
3. 2. 1 IET 総長による本学学長への表敬訪問




時の様子を示したものである。ウランツォージ助手他 3 名の客員研究員受入れは、3.2.3 節で扱う。
図 17 IET より協定締結後の空閑学長および馬場副学長・国際交流センター長への表敬訪問
（写真中央：澤田知之苫小牧高専名誉教授・IET 客員教授(左)、セルゲレン IET 総長(中央)、ガンオド IET 技術移転センター長(右)）
3. 2. 2 学生の海外インターンシップ受入による研修活動
前節までに IET からの学生については、2 期 4 名を海外インターンシップ研修生として受け入れた点
を述べた。本節では、受入れの各期に分け、本学および本学近郊で行われた研修活動について報告する。
初めての IET からの学生受入れは、モンゴル高専に所属する高専 4 年生のウンダラフバヤル君とエル
デネフ君であり、2018 年 1 月に来蘭した。海外インターンシップ研修生としての受入れではあるが、IET
教員との事前の調整により、RMIT 日本語研修における来蘭プログラムや、マレーシア UTAR からの「さ
くらサイエンス」プログラムを活用して、受入れ設計や準備を進めた。主な活動は表 4 にあげる。
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図 19 インターンシップ生の室蘭近郊周遊と日本文化研修(藍染体験)
図 20 左より計量的言語研究のプログラミング実習、成果発表、修了証授与、送別会の様子
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3. 2. 3 教員の外国人客員研究員制度による共同研究受入
 本学教員との研究上の交流は、IET から外国人客員研究員として共同研究の受入れによるものであり、
表 6 に示す通りである。これまで 4 件の受入れ実績がある。筆者が協定校窓口であることから 3 件を自
身で受け入れたが、専門学科教員への橋渡しについても適宜行い、交流の活性化に努めている。
表 6 IET からの外国人客員研究員の受入実績
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中国武漢発のコロナウィルス感染症の拡大に伴い、2020 年 3 月の本学からモンゴルへの渡航分より、全
面的に渡航による交流が中止となり、執筆時点の現在も再開されない状況となった。本学では 2020 年度
4 月からの前期授業は一部語学授業等を除いて、全 15 週オンライン授業となり、大学が標準として設け
たビデオ会議ツールである Zoom によりライブ授業を中心に展開されることとなった。北海道は特定警









下の図 26 は緊急事態措置の中で行われたオンライン国際交流の様子である。本学と IET の学生の他、
同じく協定校の RMIT の学生の参加もあった回で、日本語及び英語を用いた交流が行われた。
図 26 クラブ活動としてのオンライン国際交流の様子 (2020 年 5 月 22 日 12:00-12:45)
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4 おわりに
これまで本学と IET 間で行った交流では事故等もなくいずれも成功裏に終わっている。しかしながら
外的要因ではあるものの、現時点ではコロナウィルスの感染危険性を回避できず、2021 年 3 月に予定し
ていた国際共同研修プログラムも中止が決定している。一方で、本学内においては 2020 年度後期授業に













2) 建設工学科、機械工学科、電気工学科の 3 学科体制で開校し、後にバイオ工学科が増設された。
3) 佐藤奨学賞は寄附金による奨学金であり、本来はこういった寄附金による奨学制度が充実化されるべ
きであるが、寄附金確保は現実的には難しい。道内国立大学では小樽商科大学の佐野力海外留学奨励
金が大規模な奨学制度として知られている。在学中 1 度限りの受給機会に制限されているが、年間 60
名に給付され、用途も渡航先大学等の授業料、渡航費、滞在費に利用できる奨学制度である。 
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